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1 )大阪府下， -!Ïi 内 976 ， 602名の学校生徒を対象として，学竜の乗物酔いの実際を統計的に観察したQ
その発生率は小学生2.4996，中学生2.4096，高校生2.1196，特殊学校生3.01タム総計22 ， 700名， 2.30 
Mである。 女子は男子の約 2 倍の発生率を示し， Th内は郊外の 2 倍の発生率であった。 小学生で






























のうち交感神経緊張方向へ変動するものが 4 名(13%) 副交感神経緊張方向へ変動するものが 2 名
(7 96) ある検査項目は交感神経緊張方向へ，ある項目は副交感神経緊張方向へと，不定の変動を







なった口回転時眼球運動は電気眼振計 (ENG) に記鈷した。振子松回転は振幅45 0，周期 5 秒，暗
所，開眼にて行なった。回転時眼球偏位は酔い易いもの2.15 士 0.66，酔いにくいもの0.98土 0.47 と
酔い払いものに著明に現われるのをみた。








者はこの方面検討の目的をもってこの研究を行なった。統計的調査として大阪府下全学生 977 ， 602名
を対象として釆物酔の状況を観察した口采物酔に悩まされる学童はかなり多く，その発生率は2.3096
であり，女子は男子の約 2 倍，市内の学童では郊外のものの約 2 倍を示した。種々な疾患、あるいは体
質の虚弱児は酔い易く，聾唖の学童はほとんど酔わなかった。航海訓練生 307名を対象に訓練航海 IIJ
の船酔の実態を検討し，出航直後の数日間船酔を覚え易く，その後においては荒天/J~:動揺が大となる
時，船酔が多発した。この際船酔症候が観察され一過性自律神経機能障古に基因することが認められ
た口釆物の動揺に基づく動揺病は主として直線加速度によってる:起されるが，この際心身的不首足，
1臭覚刺激，視覚刺激も脇役的な影響を与えることが観察された。各種乗物についてその加速度と動揺
周期を測定した結果，動揺病は動揺j司 JWが大となると起りよllいことを推定した。航海訓練生の臼律神
経機能を Wenger 氏法により検査し，乙れにより酔い払いものと酔い難いものを区別するのが困難
なことを認めた。航海訓練生につき矢田部・ギノレブオド性絡調査を行ない酔い易いものの性格特徴を
知ることができた。振子椋回転検査で i記録される眼球偏位は酔いbjいものでは若l引に大きいものを認
めた口航海訓練生および学童について動揺病の予防として 796豆曹水静注を行ない，その極めて有効
な乙とを確証した口
本研究は動揺病について多数の人を対象とし，種々な乗物のJ易合について検討し，従来IYJ瞭でなか
った動揺病の実態を明らかにしたものである。
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